誓　約　書

　
本契約に関し、私及び当社は、下記のことについて誓約するとともに、誓約事項に違反したり、違反していることが発覚した場合は、本契約について契約を解除されても何ら異議申し立てをいたしません。
１．私及び当社は、大河原町の締結する契約等からの暴力団等排除措置要綱（平成20年告示第80号。以下「要綱」という。）第２条第６号、第７号及び第８号に規定する者（個人及び法人、その他の団体）ではありません。

２．当社の下請け若しくは再委託先業者（下請け若しくは再委託業者が数次にわたるときは、そのすべてを含む。）として、要綱第２条第６号、第７号及び第８号に規定する者（個人及び法人、その他の団体）と契約しないことを確約します。
　　　令和　年　月　日

　　　　　　　請負者　住　　所　
　　　　　　　　　　　氏　　名　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	大河原町の締結する契約等からの暴力団等排除措置要綱（平成20年告示第80号）　抜　粋
　（目的）
第１条　この要綱は、大河原町が発注する建設工事、建設関連業務及び物品調達等（以下「建設工事等」という。）の契約から暴力団、暴力団員及び暴力団関係者（以下「暴力団等」という。）からの不当な介入を排除し、もって大河原町が発注する建設工事等の適正な履行を確保することを目的とする。
（定義）
第２条　この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。

　(1)～(5)　(略)
(6)　暴力団　暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号。次号において「暴対法」という。）第２条第２号に規定する暴力団をいう。
(7)　暴力団員　暴対法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。
(8)　暴力団員等　大河原町暴力団排除条例（平成24年条例17号）第2条第4号に規定する暴力団員等をいう。
（契約の解除）
第６条　町長は、契約書の定めるところにより、受注者が別表の措置要件に該当すると認められる場合には、当該契約の解除ができるものとする。
別表(第3条、第4条、第5条、第6条関係)
措置要件
1　有資格者又はその役員が、暴力団員等であるとき。
2　有資格者又はその役員が、暴力団員と生計を一にする配偶者（婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にあるものを含む。）であるとき。
3　有資格者又はその役員が、自社、自己若しくは第三者の不正な利益を図り、又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団員等の威力を利用するなどしていたと認められるとき。
4　有資格者又はその役員が、暴力団員等に対して、資金等を提供し又は便宜を供与するなど積極的に暴力団の維持運営に協力し、若しくは関与していると認められるとき。
5　有資格者又はその役員が、暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有していると認められるとき。
6　有資格者又はその役員が、暴力団員等であることを知りながら、これと取引したり、又は不当に利用していると認められるとき。



